
日本学術会議　公開シンポジウム

13：00　開会挨拶　小山田 耕二（日本学術会議会員，京都大学 学術情報メディアセンター 教授）
13：05　6エリアモデルの紹介と趣旨説明　藤代 一成（日本学術会議連携会員，慶應義塾大学 理工学部 教授）
13 ：15　各エリアの紹介（前半）　　　司会：藤代 一成（日本学術会議連携会員，慶應義塾大学 理工学部 教授）
　　　　　エリア 1：可視化の理論と実践　高橋 成雄（会津大学コンピュータ理工学部教授）
　　　　　エリア 2：可視化応用　大林 茂（東北大学流体科学研究所教授）
　　　　　エリア 3：可視化システムとレンダリング　斎藤 隆文（東京農工大学工学府情報工学専攻教授）
14：15-14：25　休憩
14 ：25　各エリアの紹介（後半）　　　司会：田中 覚（日本学術会議連携会員，立命館大学情報理工学部教授）
　　　　　エリア 4：可視化における表現と対話　五十嵐 健夫（東京大学大学院情報理工学系研究科教授）
　　　　　エリア 5：データ変換と可視化　清木 康（慶應義塾大学環境情報学部教授）
　　　　　エリア 6：可視化ワークフローと意思決定　高間 康史（東京都立大学システムデザイン学部教授）
15：25　パネル討論「6エリアモデルから新しい可視化パラダイム像を探る」
  ファシリテータ：藤代 一成（日本学術会議連携会員，慶應義塾大学 理工学部 教授）

  討論者：講演者・司会・分科会・小委員会選抜メンバー

15：55　閉会挨拶　萩原 一郎（日本学術会議連携会員，明治大学 研究・知財戦略機構 特任教授）

科学的知見の創出に資する可視化 (4)：

「6エリアモデルと新たな計算パラダイム」

データ可視化は、1980 年代後半に欧米の研究機関から研究開発が開始され、この四半世紀の間、数学や統計と同
様に、あらゆる学理に必要不可欠な横断的技術として浸透してきました。それをさらに発展させていくためには、
技術固有の計算パラダイムを策定する必要があります。過去 3 回の同名シンポジウムに引き続き、本シンポジウ
ムでは、この分野を国際的に牽引する IEEE/CS/VGTC の VIS 改革委員会（reVISe）が、領域の再構成とさらなる発
展を目指して昨年 10 月に発表した「6 エリアモデル」に焦点をあて、各エリアで先端的な取り組みを展開してい
る講師陣を招き、参加者とともに同モデルを再吟味し、日本独自の解釈を与えるとともに、新しい計算パラダイ
ム像へと結びつけていきたいと考えております。可視化技術に興味をもつ多くの方々にご参加いただければ幸い
です。

お問合せ先 慶應義塾大学 理工学部　藤代一成（ifujishiro[at]keio.jp)
立命館大学 情報理工学部　田中 覚（stanaka[at]is.ritsumei.ac.jp)

令和２ 年 7月４日（土）　13:00～ 16:00日時

オンライン開催 配信拠点：慶應義塾大学理工学部矢上キャンパス
（〒223-8522 神奈川県横浜市港北区日吉 3-14-1）

会場

プログラム

共催 日本工学会、可視化情報学会、日本シミュレーション学会、画像電子学会、芸術科学会、
情報処理学会コンピュータグラフィックスとビジュアル情報学研究会、画像情報教育振興協会（CG-ARTS）

主催 日本学術会議　総合工学委員会
　　科学的知見の創出に資する可視化分科会

申込み方法：令和 2年 7月 3日（金）17:00〆切（無料）
google form でのお申込み：https://forms.gle/88h5vgiGKUCU2Z9r6
E-mail でのお申込み：vissym4[at]vis-lab.jp　（お名前、ご所属、役職をお知らせください）
    ＊メールアドレスの [at] は @に変えて、送信してください。


